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System Consultant Wave  

2 月 23 日（金）徳は「水」と同じ 

戦後のわが国では「道徳教育」というと何か片寄ったふ

うに思われることが多いが、私は道徳教育は、いわば「水」

と同じではないかと思う。人間は生きるためにどうしても

「水」が必要である。ところがこの水に何か不純物が混じ

っていて、それを飲んだ人が病気になった。だからといっ

て水を飲むことを一切否定してしまったらどうなるか。大

切なことは「水」そのものの価値、効用を否定してしまう

ことではない。水の中の不純物を取り除くことである。 

かつての道徳教育の中に誤ったところがあったからと

いって、道徳教育そのものを否定してしまうことは、それ

こそ真実を知らぬことではないか。 

 

2 月 24 日（土）大阪城築造の秘訣 

豊臣秀否は、あの豪壮華麗な大阪城を、わずか

一年半で築造したというが、どうしてそんなこと

ができたのか今日なお不思議に思われる。しかし

その大きなな原因の一つは、築造に当たって彼は

「功ある者には莫大な恩賞を与えるぞ」と約束し

た。そのかわり「過怠ある者は牢に入れるだけで

なく、容赦なく首を斬ってしまうぞ」と宣言した。

首を斬られてはかなわんから、みんな必死になっ

て働くが、その上に莫大な恩賞が約束されている

から、より一層はげみがつく。そこにあの大阪城

築造の秘訣があったとも言えよう。“信賞必罰”は、

昔も今も、人間の存在する限り必要なものであり、

永遠の真理を喝破した貴重な教えではなかろうか。 

 

2 月 25 日（日） 七十点以上の人間に 

 完全無欠な人間などあり得ないと思う。だから、お互い

人間として、一つのことに成功することもあろうし、とき

にはあやまちもあるだろう。それは人間としてやむを得な

いというか、いわば当たり前の姿だと思う。 

 しかしあやまちと正しいこととを通算して、正しいこと

のほうが多くなるような働きなり生活を持たなければ、や

はり人間として、望ましい姿とは言えないのではなかろう

か。 

 かりに自分を点数で表わすとどうなるだろう。三十点の

マイナス面はあるが、少なくともプラスの面が七十点ある、

というようなところまでには到達するようお互いに努力

したいものである。 

 

2 月 26 日（月）時を待つ心 

行き詰まる会社をみてみますと、たいていは仕事がヒマ

になったらムリをしてでも注文を取ろうとしています。そ

の結果、かえって大きな損をして会社の破綻を招くことに

なってしまうのです。反対に、「ヒマはヒマで仕方がない。

これは一時的な現象なのだから、この機会に日ごろ怠りが

ちだったお得意に対するサービスをしておこう」とか、「機

械の手入れすべきものはしておこう」というような態度を

とっている会社は、かえって時を得て発展する。そういう

場合が多いように思います。 

なかなかむずかしいことですが、時を得なければ休養し

て時を待つ、そういう心境もまた大事だと思うのです。 

 

2 月 27 日（火）誠意あればこそ 

先般、部品の一つに不良のある商品をお得意さんにお送

りしてしまったときに、その方が厳重に注意しなければ、

ということで会社に出向いてこられたことがあった。しか

し、実際に会社へ来てみると、社員の人びとが一心に仕事

に打ち込んでいる姿を見て、憤慨もせず、かえって信用を

深めて帰られた、という話を聞いた。 

このことから私は、誠実かつ熱心に日々の仕事に力強く

取り組むということが、いかに大きな力を持っているかと

いうことを、つくづく感じさせられた。そういう態度とい

うものは、見る人の心に何物かを与えるばかりでなく、仕

事そのものの成果をより高める原動力にもなると思うの

である。 

 

2 月 28 日（水）感謝の心は幸福の安全弁 

感謝の念ということは、これは人間にとって非常に大切

なものです。見方によれば、すべての人間の幸福なり喜び

を生み出す根源とも言えるのが、感謝の心とも言えるでし

ょう。したがって、感謝の心のないところからは、決して

幸福は生まれてこないだろうし、結局は、人間、不幸にな

ると思います。 

 感謝の心が高まれば高まるほど、それに正比例して幸福

感が高まっていく。つまり、幸福の安全弁とも言えるもの

が感謝の心とも言えるわけです。その安全弁を失ってしま

ったら、幸福の姿は、瞬時のうちにこわれ去ってしまうと

言ってもいいほど、人間にとって感謝の心は大切なものだ

と思うのです。 

 

3 月 1 日（木）魂のこもった朝礼 

朝、仕事をはじめる前に朝礼をする会社や商店が多いよ

うであるが、この朝礼をただ惰性で行なってはいないだろ

うか。会社や商店が順調にのび、世間の評判もよくなる。

銀行も金を貸してくれるし、事業もたやすくできる。そう

なってくると、最初全員が真剣であった朝礼も何となく気

がゆるみ、形だけに終わってしまいがちである。社長も従

業員も一番注意せねばならないのはこうした時期ではな

いかと私は思っている。 

だから、朝礼をするならば魂のこもった朝礼というもの

を常に心がけねばならない。そうでなければ朝礼を行なう

価値がない。形だけなら何にもならないと思うのである。 


